






要約:富山スタディのデータの保存方法として光ディスクと磁気テープの 2 本立てで行う

ことを提案した。データの管理はその公共性に鑑み、富山スタディを実施する組織(小児

期からの健康づくり推進協議会)が行うものとした。3 才児アンケートの結果は地域医療

計画作成の資料、肥満児教室の資料等にすでに活用されつつある。また対象者の保護者に

対しては、市町村の公報で結果を知らせていく準備を進めている。対象児の他のデータの

利用についても検討を始めている。


